
選挙功労者
昭和51年から24年間の永きにわたり、
旧小松町選挙管理委員会委員および委
員長として、常に明るく正しい選挙の
推進に尽力され、選挙事務の円滑かつ
効率的な執行に多大な貢献をされまし
た。

このたび、次の方々が大臣表彰を受賞されました。
心から敬意を表しますとともに、今後ますますのご活躍をお祈り申し上げます。

厚 生 労 働 大 臣 表 彰

選挙功労者
昭和28年から選挙管理委員会職員・旧
東予市選挙管理委員会委員長を歴任さ
れ、現在の選挙管理委員会委員に至る
まで通算35年の永きにわたり選挙の適
正な管理執行などに多大な貢献をされ
ました。

白石正道氏
（北条）

北風茂子氏
（飯岡）

戒田宗明氏
（楠）

萬條ハマヨ氏
（西泉乙）

首藤春美氏
（丹原町古田）

青野たみ子氏
（旦之上）

楠　ミチ子氏
（坂元甲）

ボランティア功労者
長年にわたり点字奉
仕ボランティアとし
て、視覚障害者に点
訳図書を作成、提供
するとともに、講習
事業などを通じて点
字の普及に貢献され
ました。

社会福祉事業功労者
昭和50年から30年の
長きにわたり、民生
児童委員として地域
福祉の向上に尽力さ
れました。

社会福祉事業功労者
昭和54年から26年の
長きにわたり、母子
寡婦福祉連合会の役
員として母子寡婦福
祉の向上に尽力され
ました。

社会福祉事業功労者
昭和56年から24年の
長きにわたり、訪問
介護員として地域福
祉の向上に尽力され
ました。

社会福祉事業功労者
昭和47年から33年の
長きにわたり、看護
師としてまた介護員
として老人ホーム入
所者の健康管理指導
に尽力されました。

社会福祉事業功労者
昭和50年から30年の
長きにわたり、奉仕
員リーダーとして共
同募金活動に尽力さ
れました。

総 務 大 臣 表 彰内 閣 総 理 大 臣 表 彰
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